（記入例）
様式第１号（第７条、第10条関係）
「とっとり匠の技」活用リモデル事業計画（報告）書

１　対象要件への適合　
	１ 建築物所有権等
自ら所有する又は改修工事について所有者の同意を得た県内の建築物であること。内部改修工事は改修部分の床面積が７平方メートル以上あること。
	改修部分の床面積（内部改修工事）
	60
	（ｍ2）

	
	※（該当するものに○印）
① 自ら所有する（　　　）
② 所有者の同意を有する（　○　）⇒別紙１

	２　補助対象者
当該改修工事の建築物等の所有者、発注者、設計者又は施工者であること
	※（該当するものに○印）
① 当該改修工事の建築物等の所有者又は発注者（　　　）
② 設計者又は施工者（　○　）⇒別紙２

	３地域建築技能活用
　右記のいずれか２種以上の地域建築技能を活用すること。ただし、１つの地域建築技能に係る面積が各要件に規定する面積に２を乗じて得た面積以上である場合には１種。
	地域建築技能

	
	・建築大工　（　　内部　　・　　外壁　　）
・左 　 官  （　　内部　・　外壁　・　塀　・　なまこ壁　・　こて絵　）
・建具製作  （　　有　　・　　無　　）
・畳製作　　（　　有　　・　　無　　）
・かわらぶき（　　有　　・　　無　　）

	４ 技能士
県内業者に所属する技能士（個人営業の場合は、県内に居住する技能士）が工事を施工する又はその技能士の指導の下で施工される工事であること。
	内部改修工事
	建築大工
技能士
（一級・二級）
	技能士氏名
	鳥取　大樹

	
	
	
	施工業者名
	株式会社鳥取大工

	
	
	
	所　在　地
	○○市○○町○○番地

	
	
	左官技能士
（一級・二級）
	技能士氏名
	鳥取　大輔

	
	
	
	施工業者名
	株式会社鳥取左官

	
	
	
	所　在　地
	○○市○○町○○番地

	
	
	建具製作
技能士
（一級・二級）
	技能士氏名
	

	
	
	
	施工業者名
	

	
	
	
	所　在　地
	

	
	
	畳製作技能士
（一級・二級）
	技能士氏名
	

	
	
	
	施工業者名
	

	
	
	
	所　在　地
	

	
	外部改修工事工事費の内、活用技能に関する材料費および施工費を記載してください。
※足場や解体費用、処分費は含まれません。

	建築大工別表の各建築技能の補助金単価に、施工面積を乗じた金額を入力してください。
（例）建築大工　基準額：12,000／m2
30m2×12,000円＝360,000千円

技能士
（一級・二級）
	技能士氏名
	

	
	
	
	施工業者名
	

	
	
	
	所　在　地
	

	
	
	左官技能士
（一級・二級）
	技能士氏名
	

	
	
	
	施工業者名
	

	
	
	
	所　在　地
	

	
	
	かわらぶき
技能士
（一級・二級）
	技能士氏名
	

	
	
	
	施工業者名
	

	
	
	
	所　在　地
	


２　算出内訳
	地域建築技能活用
	補助対象経費
（A）
	基準額
（B）
	（A）（B）を比較して、
いずれか少ない方の額の２分の１

	
	１．建築大工技能
	600,000円
	360,000円
	180,000円

	
	２．左官技能
	1,500,000円
	450,000円
	225,000円

	
	３．建具製作技能
	円
	円
	円

	
	４．畳製作技能
	円
	円
	円

	
	５．かわらぶき技能
	円
	円
	円

	合　　計
	405,000円

	千円未満は切り捨て額（上限５０万円）
	405,000円


※別紙３「地域建築技能活用調書」を添付すること。
３　建築物の内容
	所在地
	○○市○○町○○番地

	建築確認申請の要否
	要　　・　　不要　　※いずれかに○

	工期（予定・実績）
	令和○年○月○日　　～　　令和○年○月○日

	完成（予定）年月日
	令和○年○月○日


４　他の補助金の活用状況
	活用の有無
	補助金名、事業名、事業内容及び問い合わせ先（部署名、団体名、連絡先）

	有　・　無
	令和○年度△△補助金
○○町○○課　
TEL：0000-00-0000


※当該建築物の建設工事に、過去に補助金を活用した実績がある場合は、当時の補助内容を記載すること。また、今後、当該建築物（設備、備品を含む）に他の補助金を活用する別の整備計画の予定がある場合はその内容についても記載すること。

５　消費税の取扱区分
以下より該当のものを記載すること。
・一般課税事業者
・簡易課税事業者
・免税課税事業者
・特定収入割合が５％を超えている公益法人等
・地方公共団体
・仕入控除税額が明らかでない一般課税事業者）
	（例）一般課税事業者　※申請者が施主（個人）の場合は記載不要
　　　　　　　　　　　　　　　




別紙１
（下記の同意書は申請者と建物所有者が異なる場合に記入が必要となります。）

「とっとり匠の技」活用リモデル事業に関する同意書


　私が所有する下記の建築物等について、「とっとり匠の技」活用リモデル事業の助金交付要綱を理解した上で、同事業の要件を遵守することを誓約し、同事業の補助金の交付を受けるための申請に同意します。

（建築物の所有者）

　　　　令和○年○月○日

　　　　住所：○○市○○町○○番地
　　　　
　　　　氏名：鳥取　太郎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

記

対象建築物等の所在地： ▲▲市▲▲町▲▲番地


対象建築物等の名称： （例）鳥取太郎家土蔵、△△商店店舗など



別紙２
（下記の同意書は設計者又は施工者が申請する場合に記入が必要となります。）

「とっとり匠の技」活用リモデル事業に関する同意書（設計者・施工者）


　私が改修工事を行う下記の建築物等について、「とっとり匠の技」活用リモデル事業補助金交付要綱を理解した上で、同事業の要件を遵守することを誓約し、同事業の補助金の交付（補助金の受領を含む）を受けるための申請に同意します。

（改修工事の発注者）

　　　　令和○年○月○日

　　　　住所：○○市○○町○○番地
　　　　
　　　　氏名：鳥取　太郎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

記

対象建築物等の所在地： ▲▲市▲▲町▲▲番地


対象建築物等の名称： （例）鳥取太郎家土蔵、△△商店店舗など
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

補助金の申請者：
	設計者又は施工者の区分
	（例）施工者

	住所
	○○市○○町○○番地

	事業者の名称
	株式会社鳥取左官



別紙３　
地域建築技能活用調書（予定・実績）
	対象要件
（該当するものに○印）
	１　建築大工技能　（　内部　・　外壁　）
２　左官技能　　　（　内部　・　外壁　・　塀 ・ なまこ壁 ・ こて絵　）
３　建具製作技能　（　有　・　無　）
４　畳製作技能　　（　有　・　無　）
５　かわらぶき技能（　有　・　無　）

	内部
改修
工事
	建築大工技能
見付面積
	施工場所
（床・壁・天井）
	施工面積
	備考（計算式等）

	
	
	壁
	30㎡
	30×12,000 =360,000円

	
	
	計
	30㎡
	360,000円

	
	左官技能
見付面積
	施工場所
（壁・天井）
	施工面積
	備考（計算式等）

	
	
	壁
	30㎡
	30×15,000=450,000円

	
	
	計
	30㎡
	450,000円

	
	左官技能（下地要件なし）
見付面積
	施工場所※各建築技能の補助金単価は要綱の別表を参照

（壁・天井）
	施工面積
	備考（計算式等）

	
	
	
	㎡
	

	
	
	計
	㎡
	

	
	建具製作技能
見付面積
	施工場所
	施工面積
	備考（計算式等）

	
	
	
	㎡
	

	
	
	計
	㎡
	

	
	畳製作技能
見付面積
	施工場所
	施工面積
	備考（計算式等）

	
	
	
	㎡
	

	
	
	計
	㎡
	

	外部
改修
工事
	建築大工技能
見付面積
	施工場所
	施工面積
	備考（計算式等）

	
	
	
	㎡
	

	
	
	計
	㎡
	

	
	左官技能（外壁）
見付面積
	施工場所
	施工面積
	備考（計算式等）

	
	
	
	㎡
	

	
	
	計
	㎡
	

	
	左官技能（外壁）（下地要件なし）
見付面積
	施工場所
	施工面積
	備考（計算式等）

	
	
	・附近見取図
・工事見積書又は積算書
・技能士を証明する書類の写し
・第５条第１号第１項に規定する権利を示す書類の写し（所有者がわかる登記事項証明書等）
・施工箇所の見附面積がわかる書類（平面図、施工箇所にスケールを当てた寸法のわかる写真等）

	㎡
	

	
	
	計
	㎡
	

	
	左官技能（塀）
見付面積
	施工場所
	施工面積
	備考（計算式等）

	
	
	
	㎡
	

	
	
	計
	㎡
	

	
	左官技能（なまこ壁）見付面積
	施工場所
	施工面積
	備考（計算式等）

	
	
	
	
	

	
	
	計
	㎡
	

	
	左官技能（こて絵）
見付面積
	施工場所
	施工面積
	備考（計算式等）

	
	
	
	
	

	
	
	計
	㎡
	

	
	かわらぶき技能
見付面積
	施工場所
	施工面積
	備考（計算式等）

	
	
	
	
	

	
	
	計
	㎡
	

	
	備　考
	


＜添付資料＞
　・交付申請時及び変更承認申請時には、第７条第２項に規定する資料を添付すること。なお、実績報告時においては変更の生じた場合のみ同様に添付すること。
　・実績報告時には、以下の資料を添付すること。
1 施工状況写真（工事看板写し込み）
2 左官仕上げを行う場合は、下地及び工程の段階ごとの施工状況が確認できる写真（下地要件なしの場合を除く）
3 木製建具を使用する場合は、実績報告時に組立完了時写真（建具の種類ごとに施主名、建具業者名、建具の名称を記載した看板及び製作者写し込み）及び納品書の写し
4 畳を使用する場合は設置完了後の写真及び当該畳に係る納品書の写し
5 かわらぶき技能を活用する場合は、瓦の留め付け状況及び棟の補強金物及び屋根下地への緊結状況が確認できる写真 
